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決算のポイント
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■ スライド単価の下⽅調整により売上⾼・営業利益ともに減少。
スライドタイムラグ補正後の営業利益は4.4％増加。

■ ガス販売量は前年同期⽐で1.5％の減少。
主な要因→卸売は契約に基づく数量引き下げと需給調整による販売量の減、

⼤⼝は発電向けガス販売量による増、⼩⼝は業務⽤販売量等による増。

◎2017年1Q決算：減収減益

2016年1Q 2017年1Q 増減 前年⽐（％）

●売上高 （億円） 340 331 △8 97.5

●営業利益 【タイムラグ補正後】（億円） 38 40 +1 104.4

営業利益 （億円） 69 28 △41 40.7
スライドタイムラグ +30 △11 △42 －

●ガス販売量 個別（百万ｍ3） 377 372 △6 98.5

卸売 172 147 △25 85.7
⼤⼝ 156 174 +18 111.5
⼩⼝ 50 51 +1 102.4
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ガス販売量実績 個別
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・契約に基づく数量引き下げと
需給調整による減 [△40]

・静浜幹線による増 [＋16]
・卸売先の⼤⼝向け販売量減等 [△ 1]

・新規の需要開拓 [＋9]
・2016年新規開拓先の通年稼動 [＋5]
・既存需要の変動 [+3]

・気温影響による業務⽤販売量増等 [+1]

単位：百万m3(45MJ)
*[  ]内は、販売量増減（百万m3）を表示

*百万m3未満四捨五入

◎増減要因：契約に基づく数量引き下げと需給調整による卸売の減、
新規の需要開拓による⼤⼝の増



売上⾼ 331 [△8]

営業利益 28 [△41]

単位：億円
*億円未満切捨て

*[  ]内は、対2016年1Q実績増減
*セグメント間取引消去後の数値より作成

売上総利益
92[△41]

79 [△40]ガス
�売上高 269 [△18]

�売上原価 190 [+21]

12 [△0]LPG･その他

販売管理費
64 [△0]

ガス 269 [△18]

LPG 38 [+10]

その他 23 [△0]

営業利益の分析 （対2016年1Q実績）

スライドタイムラグ △11 [△42]
※ スライドタイムラグは個別
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原料価格の変動
原料使⽤量の変動
その他

△3
+26
△1

△45
+28
△1

スライド単価の減
販売量の変動
その他


